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 伊丹市議会議員 おおつる 求 の活動報告 

みみんんななちちががっってて、、  
        みみんんなないいいい 

 

 会派「フォーラム伊丹」を代表して質問 

本市の課題や必要施策を提案 
 
９月議会は、前年度決算(結果)を中心に審議している。 

本市財政は堅実に運営されている一方で、多くの課題が 

置き去りにされていることが浮き彫りになった。 
 

― 地道に施策を積み重ね ― 

２０２３度は、年度当初の保育所待機児童ゼロ（８年連続）、

中学生までの医療費完全無償化、夏休み中の児童くらぶ  

昼食提供（希望者）、統合新病院建設工事に着手、市役所

旧庁舎解体、公共施設Wi-Fi整備などの事業が行われた。 
 

― 堅実な財政状況 ― 

市税は３３６億２千万円、前年度比１１億９千万円増で 

“過去最高”。実質収支は１１億円の黒字。財政健全化を判断する指標も問題が無い。 

市の貯金は１０１億円に積み上がり、市の借金は 592億円と減少傾向だ。 

 

― 経済効率重視で歪みが顕在化。 問題点をチェック・提案 ― 

本市はこの間、公民館とまちづくりプラザをスワンホー

ルへ集約、博物館・美術館・工芸センター等の統廃合、

公立幼稚園と保育所の統廃合、非正規職員採用拡大、

公共サービスの民間委託などをドンドン進めている。 

一方、経済効率を重視し過ぎた政策により、様々な 

歪みが顕在化している。代表質問では、課題や問題点

を明らかにした上で、必要な施策や考え方を提案した。 

［主な内容は２・３ページに掲載］ 

 

代表質問８項目 

１、「単身急増社会」に必要なもの 

２、若者「問題行動」とその背景 

３、文化振興ビジョンと「文化３館」 

４、介護保険制度と本市の現状 

５、市営バスの乗務員不足問題 

６、日本語教室・中国残留邦人 

７、統合新病院・近中跡地の進捗 

８、中学校部活動の地域移行 
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 会派「フォーラム伊丹」代表質問の概要は以下の通り。 

 紙面の関係上、詳細についてはブログをご覧ください。 

 

「単身急増社会」が到来する 

近年、単身世帯が急増している。本市単身世帯割合は、２０１０年が 

約２６％、２０２０年は約３０％だ。  

国は２０４０年（約１６年後）には、単身世帯が約４割に達すると推計。 

特に高齢者等の単身世帯では、様々な問題が増加すると想定される。 

市長は、「一人ひとりが生きがいや役割を持ち、地域における多世代の 

交流や多様な活躍の場を確保する地域づくり、集いの場づくりに向けた

支援を推進する」と考えを述べた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（＊）ウェルビーイング 

身体的・精神的・社会的に 

良い状態にあること。 

「問題行動」は、若者の心の叫びでは 

有岡城跡公園(JR伊丹駅西側)であった若者の「問題行動」に対し、 

①有岡城跡公園の樹木剪定 ②カメラ２台設置 ③深夜パトロールなど

教育委員会が緊急対策をおこなった。 

 

緊急対策としては理解するが、彼らの「問題行動」の本質を、子ども

や、その家庭の責任に落とし込むのではなく、その背景に目を配り、社会

の課題としてとらえる必要があるのでは、と質問。 

教育長は、問題行動を起こす子は、家庭や学校等との関係性が構築

されていないことが多い。「温かく迎える居場所がある」と感じられるよう

にすることが重要としたうえで、学校園がウェルビーイング(＊)な環境と

なるよう取り組む必要性を答弁した。 

 

「日本語教室」は学習・交流・社会参加の場 

本市の外国籍住民は３，６６７人(今年８月末)と年々増加している。 

伊丹ユネスコ協会や市国際・平和交流協会が開催する「日本語教室」

は、日常生活に必要な日本語習得を目的に、地域で日本語を学ぶ場で

あり、花見やクリスマス会などの交流や、社会参加に繋がる場所として、

重要な役割を担っている。 
 
また、２０１１年から“中国残留邦人・家族”への日本語教育支援事業

を委託する「中国帰国者と交流する市民の会」。 週１回、日本語学習を

続けると共に、中国残留邦人等の体験を次世代に継承するための講話

や、帰国者同士の交流を担っている。 

 

代表質問 
おおつる求ブログ 検索 

私たち、「何じん」ですか？ 

[中国残留孤児]たちはいま・・・ 

高文研 (2008/12/1) 
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生徒本位の制度設計を目指して 

今日まで約６０年間、教員の自発的な“無償労働”で成り立ってきた 

「中学校部活動」。本市は国の方針に従い、２０２６年度中に部活動を  

学校から地域へ移行する。 

地域クラブの受け皿、指導者の質・量、活動場所の確保、移動手段や

会費のあり方、高校受験内申点への反映方法等、他市事例も参考にしな

がら制度設計を進めている。 

また、ハラスメント対策のルール作り、公的な第三者窓口、財政支援、 

地域クラブに入らない生徒の居場所づくりなど課題は山積だ。 

生徒本位の制度になるよう、今後も注視していく。 

 

 

２０２３年度末時点 

市営バス乗務員数 
  
正規職員１１６名 

非正規職員 ５１名 

 

２０２２年度末と比較して 

   正規２名、非正規４名の 

計６名減少している。 

早期に正規職員採用の再開を 

近年、第二種大型免許保有者の減少、労働時間規制「２０２４年問題」

など、乗務員確保が難しくなっている。 

他市交通局は「正規」で募集したり、３年経過した非正規職員は、 

「正規」転換の受験を可能とするなど、人材確保策に力を注ぐ。 

一方、本市交通局は２００９年以降、経営の観点から正規職員を採用

せず、非正規採用で欠員補充を継続している。乗務員を募集しても、 

受験者が減少傾向なのは当然。 

市民の貴重な移動手段である市営バス。正規職員採用を早急に  

再開し、人材確保に努めるべきだ。 

 

近中跡地へ民間病院誘致に向けて 

統合新病院開院後、近畿中央病院(近中)の跡地に回復期機能

を有する民間医療機関へ売却を目指し、意向調査が始まった。 

先行自治体の実施方法を参考に、アンケートを作成。公立学校

共済組合との調整、市医師会や県に説明した後、阪神医療圏域で

病床２０床以上有する医療機関に対し、「跡地活用に興味・関心 

があるか」など６項目のアンケートを実施した。 

複数の医療機関から前向きな回答があったため、該当病院を 

訪問し、聞取りを実施。今後も進めていく。 

その内容を統合委員会（１１月開催）で議論し、来年１月に市  

ホームページに公表。来年２月、第２回住民説明会で説明する。 

土壌調査や売却方法及び条件の整理、入札方法の検討など  

早期に進められるよう努力を続ける。 

 

 

  

今年 2月に開催された 

「第 1回住民説明会」。 
 
近中が無くなる不安から、 

住民の民間病院誘致への

関心は非常に高い。 
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フォト・ダイアリー ～日常の一コマ～ 

 

[写真説明  左上から時計回り] 
 
■感じるままに、好きなように。 「さをり織り」初体験。 

■子どもだんじりが町内を巡行。 ５年ぶりの歓声。 

■６１年無実を叫び続ける、狭山事件の石川一雄さん。 

■“市民がつくる日本・コリア交流の歴史博物館”。 

東京・ 新大久保にある「高麗博物館」。初めて訪れる。 

■第４７回稲野総合文化展は、三世代交流の場でもある。 

 

 

【プロフィール】１９７１年福岡県大牟田市生まれ。 稲野町在住。 

■近畿大学法学部法律学科卒■国際交流ＮＰＯスタッフとして

「地球一周の船旅」参加■中川智子衆院議員(前宝塚市長)

秘書■建設従事者の組合・阪神土建労働組合書記局に入局 

■２０１５年市議選に社民党公認で当選。１９年再選、２３年３選

■会派「フォーラム伊丹」所属■稲野自治会役員■防災士 

 

 市政に対するご意見や疑問、お聞かせください。 
 困ったこと、悩んでいること、一緒に考えましょう。 

伊丹市議会議員 おおつる
大 津 留

 求
もとむ

 
090-8122-7114  https://ootsuru.com/ 

日
々
雑
感 

 

■
「
熱
中
症
ア
ラ
ー
ト
」
が
鳴
り
続
け
た
夏
。  

１１

月
に
咲
く
ア
サ
ガ
オ
。
小
さ
な
秋
を
探
す
。 

■
ヘ
タ
な
が
ら
今
年
も
櫓
で
叩
く
「
炭
坑
節
」
。

大
牟
田
生
ま
れ
を
確
認
す
る
貴
重
な
時
間
。 

■
緊
張
走
る
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
。 

■
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
主
催
の
党
首
討
論
か
ら

少
数
政
党
を
排
除
。
民
主
主
義
っ
て
な
ん
だ
。 

■
地
域
住
民
の
生
活
環
境
よ
り
、
大
企
業
の

利
潤
が
優
先
。
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
住
民
説
明
会
。 

■
石
破
総
裁
と
野
田
代
表
、な
ん
か
似
て
い
る 

■
花
を
見
て
い
る
と
「
無
」
に
な
れ
る
フ
シ
ギ
。

７
流
派
が
合
同
開
催
の
「
伊
丹
い
け
ば
な
展
」
。 

■
逮
捕
か
ら
５８

年
後
の
無
罪
判
決
。
袴
田
さ

ん
の
人
生
を
想
う
。
急
が
れ
る
再
審
法
改
正
。 

■
介
護
問
題
を
“
思
想
性
”
か
ら
考
え
る
学
習

会
を
開
催
。
介
護
か
ら
社
会
を
可
視
化
す
る
。 

■
演
劇
の
聖
地
・
ア
イ
ホ
ー
ル
を
民
間
事
業
者

に
貸
し
て
喫
茶
店
に
す
る
か
も
っ
て
、
ど
う
よ
。 

■
選
挙
後
の
連
合
会
長
コ
メ
ン
ト
に
違
和
感
。 

■
９
月
議
会
最
終
日
か
ら
４
日
後
に
、衆
議
院

選
挙
が
告
示
さ
れ
、
投
開
票
の
４
日
後
に
、  

兵
庫
県
知
事
選
告
示
。
ボ
ク
の
体
力
綱
渡
り
。 

 

 

『選択的夫婦別姓制度の導入に  

向けた一日も早い民法改正を求め

る意見書』が、９月議会の最終日、 

賛成１９、反対８で採択。一歩前進。 

 


